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はじめに 

1970 年代以降、私たちは大量生産・大量消費・大量廃棄の「使い捨て型」ライフス

タイルや生産スタイルを定着させ、簡単･便利なくらしを謳歌してきました。けれどその

間に、天然資源の枯渇や廃棄物の増大を招いただけでなく、地球温暖化をはじめと

する地球規模の環境問題を引き起こしてしまいました。そこで、私たちの子どもや孫

の世代まで、いつまでも快適な地球環境を伝えるために、今一人ひとりがくらしや仕

事の中でできることは何か、考え、実践行動を進めることが大いに期待されていま

す。 

 

特に、天然資源の消費を抑制して環境負荷を下げる「循環型社会｣実現に向けて、

３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の定着は緊急課題であり、多くの人にものを大

切にする心を伝える「リユース食器」の活用は、これまでの「使い捨て型」ライフスタイ

ル見直しに直結する具体策として、様々な場で取り組みが始まっています。 

 

けれど、各地で「サッカー場」や「地域イベント」など先進的な取り組みが生まれ、

徐々に広がりを見せているものの、一般的な定着にはまだまだ道のり半ばであり、イ

ベントでの｢リユース食器｣活用に関する知恵の共有が重要と考えられます。 

 

そこで、先進的に取り組む各地の団体に協力いただき、身近なパーティーや地域

イベントから、大規模な音楽イベントやスポーツスタジアムまで、多様な場での「リユ

ース食器」によるごみゼロイベントの仕掛け方について、詳細なマニュアルを作成。食

器洗浄に関する衛生管理の留意点や、経済的な収支など、これまで特に課題とされ

てきた点も含めてまとめることが出来ました。 

 

「ごみゼロイベントを実現させた後の心地良さや、多くの人と力を合わせた充実感

は、準備の苦労を吹き飛ばしてくれますよ」。この言葉を全国各地の関心ある方々に

伝えると共に、３Ｒの定着を笑顔あふれる「快適環境の地域づくり」につなげていただ

きたいと願っています。 

 

平成 19 年３月吉日    

 

 

平成 18 年度循環社会のリユースに関する検討委員会 

座長 崎 田 裕 子  
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本マニュアルの構成について 
 

 本マニュアルは、第 1 部と第 2 部の 2 部構成になっています。 

第 1 部では、リユース食器に関する全体像について述べるとともに、実際に導入する

場合に必要となる調整事項の概要を述べます。第 1 部を読むことで、「何を調整したらい

いのか」に関する全体像が把握できます。 

第 2 部では、イベント開催までに 3 つの段階を設定し、順を追って必要事項を説明し

ます。3 つの段階とは、 

 

①リユース食器を使ったイベントを計画する段階（計画段階） 

②実際に準備・実施する段階（実施段階） 

③利用後に評価する段階（評価段階） 

 

の 3 つです。イベントの大小を問わず、リユース食器に関するこれまでの知見が段階ご

とにまとめてあります。実際にはイベントの規模や形態に応じて必要な情報が異なって

きます。そこで、第 2 部冒頭では、「どこを読めば必要な情報が手にはいるのか」を示し

てあります（P24）。 

本マニュアルの巻末には、参考資料をまとめています。リユース食器を用いたイベン

トを支援する自治体や NPO 等の各種団体の連絡先が掲載されています。また、事業の計

画から準備までをチェックできるシートも用意しました（P80）。 

 

第 1 部の概要 

   

 

 

 

 

 

 

 第 2 部の構成 

計画、実施、評価の各段階において必要な情報やノウハウについて、ポイントを絞

って記載します。項目ごとにポイントを挙げ、必要な情報が把握しやすい形をとって

います。 
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